
 

平成 20 年５月２日 

各    位 
                                               会 社 名 丸紅建材リース株式会社 
                                               代 表 者 名 代表取締役社長      髙畑 千秋 
                        （コード番号：9763 東証第一部） 
                        問 合 せ 先 常務取締役財経部長  向井 正明 
                        （ＴＥＬ 03-5404-8200） 

 

 

中期経営計画策定のお知らせ 

 

当社は、平成２０年度を初年度とする２ヵ年の中期経営計画「Ｎｅｘｔ Ｓｔａｇｅ ２００９ 

～新たな未来への挑戦～」（平成２０年４月１日～平成２２年３月３１日）を策定しましたので、

お知らせします。 

 

記 

 
１．策定の目的 
 

当社は、平成１７年度を初年度とした中期経営計画「Ｓｔｅｐ Ｕｐ ２００７」において

重仮設事業での一層の収益拡大と新規事業の確立という二つのビジョンを掲げ、３ヵ年計画

を策定し推進してきました。しかしながら、公共建設投資の減少基調が続く中、建設会社の

低価格入札、談合事件を背景とした指名停止、建築基準法改正による民間建築着工の遅れ、

民間建設市場の価格競争激化等、当社の対面業界である建設業界の環境は激変しました。ま

た、建設機材価格、原油をはじめとした原価の高騰は予想をはるかに上回るスピードで進行

しているにもかかわらず、賃貸価格は低迷を続けており、２年目以降の数値計画は下方修正

せざるを得ない状況となりました。 

業界環境は、今後も厳しい状況が続くと予想される中、当社としましては、５年後の当社

像を見据え、新たな２ヵ年の中期経営計画を「Ｎｅｘｔ Ｓｔａｇｅ ２００９ ～新たな未

来への挑戦～」と命名し、策定したものです。 

 

２．基本方針 

 

・ ５年後の当社像を見据え、本計画における２年間は業界の勝ち組を目指した営業力強化と

安定的な収益が計上出来る「礎」を構築する「新たな飛躍に向けてのチャレンジ期間」と

位置付け、顧客に対する「マルケン」ブランド、即ち、「存在力のある重仮設業者＝丸紅建

材リース」を確立します。 
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・ 全てのステークホルダーの信頼を得るべくＣＳＲを重視し、コンプライアンスの徹底と内

部統制システムの強化を図ります。 

 

３．経営戦略 

 

（１）当社の特徴である効率性に加え、「攻め」の営業による拡大路線を目指します。 

（２） 国内においては、本業である重仮設事業において、当社の本来あるべき姿である賃貸利

益による収益確保と工事受注強化による完成工事高、完成工事利益増を目指します。特

に、建設機材価格が急騰する中では、低迷する賃貸価格の引き上げが当社にとって最重

要課題のひとつと位置付け、取り組んでまいります。 

（３） シナジー効果の期待出来る重仮設の周辺事業にＭ＆Ａ等により積極的に取り組み、収益

基盤の確立を目指します。 

尚、この方針の下、既に本年３月工事受注強化の一環として、株式会社塩見ホールディ

ングスの１００％子会社「株式会社成幸利根」の株式２０％を取得し、持分法適用会社

としました。更に、北海道地区の受注基盤強化と工事受注増を目指し、１００％子会社

「丸建基礎工事株式会社」を設立し、本年５月より営業を開始します。 

（４）  拡大する海外建設市場においては、タイマルケンを保有している優位性を活かしながら、

東南アジア市場への更なる展開を図ります。 

 

４．年次別業績計画（連結） 

（単位：百万円） 

 平成 19 年度実績 平成 20 年度計画 平成 21 年度計画 

売  上  高 ２３，５８６ ２４，５００ ２５，５００ 

営 業 利 益 ８６８ ７００ ８６０ 

経 常 利 益 ８５７ ７９０ ８３０ 

当 期 純 利 益 ６８３ ５２０ ５４０ 

減価償却前経常利益 ９９０ １，０７０ １，１００ 

ＲＯＥ ７．６３％ ５．６１％ ５．６２％ 

注）営業利益、経常利益減少の主たる要因は、「丸建基礎工事株式会社」が取得しました建

設機械及び当社の工場設備新設、更新による減価償却負担増であります。また、当期純

利益の減少理由は、平成１９年度実績において貸倒引当金の無税償却処理の増加による

法人税の減少があったことによるものであります。 

 

以  上 
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